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【長崎県がん登録】
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■検診で発見
■症状があって発見

生涯がんにかかるリスク

平成25年度国立がん研究センター統計

男性

62％ 46％62％ 46％

女性

2人に1人!!

がんについて「知りたい」
療養生活のことについて「聞いてみたい」
心の悩みを「誰かに聞いてほしい」 検索長崎県がん対策

やりがいや充実感を感じながら働いたり、家庭や地域生活
でも自分らしく生きることができたらいいなぁ～。

がんは、日本人の死亡原因の第１位
日本人の３人に１人は、がんで亡くなり、２人に１人は、
がんにかかっています。

がん診療連携拠点病院に相談支援センターが設置されています。
センターでは、がん専門相談員が、信頼できる情報に基づき、がんの治療や療
養生活などの質問や相談を受けます。

そうだね、他人事と思わず、
積極的に検診を受けよう！
県内に相談できるところは、
ありますか ?

特に、女性は妊娠・出産や女性特有の病気にかかる可能性があるので、生涯を通
じて男性とは違う健康問題に直面することを知っておくことが重要です。
子宮がん・乳がんは、初期段階では自覚症状がほとんどありません。
がんの早期発見は、５年後の生存率に影響します。

大切なことは、怖がらないで検診を受けることです。

そういえば、最近、芸能人の闘病の様子がブログで話題に
なったよね。

でも、健康に問題があると、心配な事
も増えるよね。

なんとなく、自分は大丈夫かなって思ってしまう。

がんって、他人事ではないんだぁ・・・。

詳しくは、お住まいの市町がん検診担当窓口へお尋ねください。
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治療と仕事の両立治療と仕事の両立

がん患者は、あらゆる規模の企業で働い
ている

平成22年国民生活基礎調査より

がん治療で長期休職･休業した従業員の
うち６割は復職

がんを治療しなが
ら仕事と両立して
いる人が６割 !!

がんと診断後、収入ダウン

がん患者の就労等に関する実態調査より

がん患者にとって仕事は生き甲斐である

がん患者の就労等に関する調査より

がん罹患者の３人に１人は、就労世代

国立がん研究センターがん対策情報センターの統計より

県内の経営者による「イクボス」宣言県内の経営者による「イクボス」宣言

がん患者の就労等に関する実態調査より

検索
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がんに罹患し、１ヶ月以上休職した従業員の復職状況
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治療と仕事の両立支援ナビ

健康だった人が病気にかかり治療が必要になると、以前の通りには働けなくなるケースがでてきます。
治療期間は疾病の種類などによって長さが異なりますが、働きながら治療をしたい人にとっての大きな
問題は、治療と仕事の両立です。

企業側が治療と仕事の両立支援をするには、治療しながら働く人やその主治医から情
報を得ること、産業医からも意見を聞いて、どのような支援が必要かを検討し、実行
することが必要です。

平成 29 年 11月 27 日、「イクボス」の趣旨に賛同する県内の企業
経営者や管理職等が合同でイクボス宣言をおこないました。複数の
企業等が一同に会して行ったイクボス宣言は、長崎県では初めての
試みとなりました。

イクボスとは
職場で共に働く部下・スタッフのワークライフバラン
ス（仕事と生活の両立）を考え、その人のキャリア
と人生を応援しながら、組織の業績も結果を出しつ
つ、自らも仕事と私生活を楽しむことができる上司
（経営者・管理職）のことです。

イクボス宣言企業
（株）井筒造船所、九州教具（株）、（株）STAS、
損害保険ジャパン日本興亜（株）長崎支店、
長崎ダイヤモンドスタッフ（株）、（株）永田会計、
（株）ファンライフ、（株）堀内組、
（株）日本政策金融公庫長崎支店・佐世保支店、
長崎県県民生活部

■復職する場合が多い　■復職後退職することが多い
■復職することなく退職する場合が多い
■その他　■分からない　■無回答

出典：NPO法人ファザーリング・ジャパン
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